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1. In Fukui， inhabitants who have their own houses have many experiences 
improving their housing conditions. Especialy， half of them have removed， 
and stil rnore， rebuiled their own houses. 
2. But， their experience irnproving residential emvironrnent is poor， in spite 
of violent desires. 
3. Moreover， their desires for irnproving their housing conditions and for 
improving residential emvironrnent are sometimes opposed to each other. 
4. 80， itis important to make clear how their desires qrow up， and the role 


































































































































































41. 9%， 1北陸・中部Jで33.3%を占めるが， 他地域











































みJ40.1%， r転居のみJ29.2%， r共にありJ18.8% 




数は r1回J54%， r 2回J44%で， r共にありJ，r建
20 生ffて*イ主 20 生干伏~イ主 20~f\;'来住
20毎代、入忌 30告千代入急 40句供入居
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① 転居l回・建替え 1回 8.3% 
① 転居1回・建替え2回以上 5.9% 
① 転居2回以上・建替え l回 5.5% 
@ 転居2回以上・建替え2回以上 5.9% 
①転居1回 15.4% 
① 転居2回以上 15.0% 
⑦建替え 1回 24.0% 












































































































都合j 7.9%と続いているD そして， 物理的な環境条
件をあげるものは極めて少なく 1その他」が22.2%
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増築による畳数増加は， r 6 '"'-'12畳未満」が41.9%
と最も多いが， r18畳以上」の大規模なものも 2割ほ
と、みられるO 現住宅畳数別の増築畳数を図16に示した





















































以上では住宅不満についての S.A.の構成で述べて 度>に対する意識をみると， r危険であるJ15.8%， 
きたが，く住宅関係〉く住環境関係〉をあげる世帯 「どちらかといえば危険であるJ33.8%と，ほぽ半数



























































































































え予定」である点が注目される O また r転居のみ」
の世帯では相対的には改築指向が強しなかでも r30
年代」に転居した世帯では約4割が「改築予定」であ
るo なお，年令別には，若年層ほど計画予定をもっ世
帯の割合が高く， 130才代」では「建替え予定J31.0 
%， 1改築予定J27.5%， 140才代」ではそれぞれ22.2
%， 19.0%である。
図25 入居経歴別こんごの住宅改善計画
「建替え予定」世帯についての現住宅畳数と計画予
定畳数との関係を示したものが図26であるO 現在 r42
畳以上」の世帯では規模の縮小を意図しているものが
多い点が注目されるが， r30，-，42畳未満」では現状維
持ないし拡大が多くを占め， 130畳未満」では大半が
拡大を意図しているD
、30
図26 現住宅畳数別建替え予定畳数
6. まとめ
以上，福井市における高密度市街地持家階層の住宅
改善行動の実態と住意識のあり方について述べてき
た。
福井市への来住あるいは出生後，転居ないし建替え
の経験の全くない世帯は14.2%であり，また，l、ずれか
1回のみの経験世帯は4割であるo従って，ほぼ半数
の世帯では2度以上の大きな住宅改善行動を経験して
いるということを示すわけであり，戦災・震災という
外的事情を考慮しても，住宅改善に対する居住者の大
きなエネルギーの存在を認めなL、わけにはいかなし、
そして，将来にかけても，定住層 (7割〉のほぼ半数
は建替えあるいは増・改築の予定をもち，その多くは
一層の住宅規模の拡大を図ろうとするものである。
しかし， そこにおける住意識の側面からみるなら
ば r住宅の広さ」などく住宅関係>に対する不満
は相対的には小さいものの，く住環境関係〉に対する
不満は著しく高く，交通の危険，騒音・振動とならん
で「建てづまりの進行J.I日照・通風」などに対する
423 
不満が高く現われてきている点に注意を要する。これ
らのく住環境関係〉の不満は，一面では居住者の高
い住宅改善エネノレギーの結果として現象するものであ
り，その意味で、は住民の住生活環境改善に対する要求
の矛盾関係そのものを示すものであるO ここに，既成
市街地におけるこんごの環境整備を考える上での大き
な課題と問題点が含まれているというべきであろう O
もとより，これらの矛盾関係は住民相互の共通理解の
なかで克服されるべき課題ではあるが，環境改善に対
する住民のエネルギーの現状あるいはそれに対する外
的(制度的その他〉条件からみて，自治体における基
礎的な企画立案，住民への問題提起，さらには都市全
体におけるマクロな住宅供給計画の立場から政策検討
の必要性も大きいものと考えられる。
なお，以上のような住民の要求における矛盾関係の
具体的なあり方は，地域によってそれぞれ異なり，そ
こで問題とされる課題も解決の方向性も異なってくる
ことが，当然に予想される O これらの点については，
地区別の追跡分析をふまえて改めて考察したし、。
